
序 章 1 研究目的と研究方法

社会的要因が人聞の健康や疾病K絡んで〈る度合や範域は、その原因や対策のいずれにないて色、ま

ずさす強ま b拡大しつつるるといえる、

ととろでスモンの調査研究に関しては、その発生原因Kからむ社会的要因の究明は、疫学念どから一

部なされてきているとはいえまだ不充介であり、さらには対策をすすめる前提としての、患者がなかれ

ている実態や直面している問題などKついては、とれまでほとんど取bあげられてとなかったといって

よいn

そとで保健社会学からの取り組みの最初として、まず今年度は、「スモン患者の生活実態なよびその

意見J（！［ついての調査を行左うとととした。

主左調査項目は、 ①現在の病状なよび乙れまでの病気の経過、⑦これまでの医療機関とのかかわりと

支払った医療費、＠溌病Kよる仕事や生活条件の変化、④患者のいだいている悩み、不満、要望、⑤感

染説やキノホノレム説Kついての受けとり方、等々である。

調査対象者として選定したのは、埼玉県戸因。設。川口地区と岡山県井原地区K居住する患者のうち、

厚生省なよびスモン調査研究協議会で実施したスモン調査個人票で、 「確実にスモンである」とされた

ものの全員12 1名 （埼玉30名、岡山 91名）であb、とれらは研究分担者が直接面接して調査を実

施した。念名、、他地区へ転出等の理由のため、実際K調査が可能であったのは、埼玉が30名中29名、

岡山が91名中 78名の計10 7名でるった。

現地調査が実施されたのは、昭和46年1～2月の期間である。

左主計今日の調査では、調査票を用いて主として統計的処理を意図した方式と、対象者1人1人の実態

を「訪問時の状況」「現症」「病歴（治療歴） J「家庭なよび社会生活」「患者としての意識・意見」

等を柱Uとしてクースレポート形式でまとめるという方式を並行して行左ったが、今日の報告書は、調査

票Kよる調査を中心として、それKケース分析を加えてと bまとめたものである。

とれらのうち、今日の調査で使用した調査票と、そとから得られた単純集計の結果を、との報告書の

末尾K添付してないた。

2 調 査対象地域の概要

念会、本文K入るまえV亡、今日の調査対象地域と念った、埼玉県戸因。蔵。川口地区と岡山県井原地

区の概要をみてなくと以下のようである。



埼玉県戸因 。蕨。川口地 区

戸因。鼓・川口三市は、埼玉県の南部、東京都K隣接する所K位置している。西から南Kかけては荒

川が流れ、旧来、戸因。蕨は旧中仙道の川渡しの要所として、 また川口は’鋳物の町，県下最大の工業

都市として発展してきた。人口の都市集中現象の中で、東京の都心部への所用時間約30介というと と

ろKるるとの地域の位置からして、三市の人口は急激K上昇し、農地から宅地への転用という事態が至

る所Kみられている。

戸 田 （人 ロ） 2スヲ 17 （昭35 ) ー＋ 6 2, 0 4 5 （昭44 ) 

（世帯数） 6, 2 5 8 ー今 2 0, 5 1 7 

該 II 4 8,0 9 8 （昭35 ) ー今 7 6, 2 6 4 （昭45 ) 

II 1 2. 5 4 0 ー・争 2 5, 8 3 9 

J 11 口 II 2 7 2, 7 7 1 （昭 42 ) ー→ 3 0 5, 8 8 7 ｛昭45 ) 

II 7ス66 7 ー＋ 8 5,5 4 3 

三市の面積、人口密度（ 1 KmJ , 4 4年度）は、

戸 回 1 8. 0 Km1 3, 4 4 7 

蕨 5. 1 II 1 4, 6 9 1 

J 11 口 5 5. 7 II 5,2 8 7 

と1iつてなり、殊K際市は’日本一ミニで人口過密の市，，という呼び名さえある。

人口増加は、人口構成の中で、 20・30代の若年層の優位κもとづく、自然、増加K加え、それらの

農村からの流入という社会増加が併わせみられるととに起因するものである。

また、 1日の流出入人口をみてみると、

＊ 蕨市、昭40年10月1日調査

（夜間人口） ー （流出入口） ＋ （流入人口）

6 6, 0 0 0 2 4.0 0 0 8,3 0 0 

くうち東京1ス200:>

（昼間人口）

5 0, 3 0 0 

という状況で、近郊ベァドタウンの色彩が戸田 3 該地区では極めて強〈伺がわれるn 川口は、鋳物工

場を中心とする中小企業が多数（昭44年の事業所教は 3,4 0 4、従業者数は 5・呪70 5 （人）、－出荷

額は 28,5 2ス83 2 （万円）で、？人以下の小企業で働いているものの比率は 60 %近〈陀も達してhる）

存在するため、他の二市とは若干性格を異Kしている。
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三市の医療施設の状況は下記のよう K念っている。

病 院 診療 所 歯 科

F' 田 5 2 3 1 1 

E支 5 3 3 1 9 

Jll 口 2 3 1 3 2 7 0 

特KスモンK関しては、昭和39伝東京オリンピ y クの年、との地域K多発し、またポー ト会場で

あったとともあわせ、マスコミが、 ’戸田の奇病，，としてとりあげ、注目を集めた地域でるるロ

岡山県井原地区

井原市は岡山県の西南K位し、南は岡県笠岡市、西は広島県神辺町K接する小都市である。周囲を小

高い正陵K固まれた盆地で、市の中央を高梁川の支流小田川が西から東K貫流し、その流域に平野がひ

らけ市街地が連念っている。古来東西交通の要路であった山陽道が通じているところで、現在も北部山

間地と、福山市、笠岡市、倉敷市を結ぶ交通の要衝であるn 昭和28年近隣 10カ町村が合併し市制が

ひかれ、現在総面積8玖5Km2、人口 37,816人、世帯数呪276（昭45年園調概数）である。

との一帯は旧道沿いに古くから先染織物の街として栄え、繊維産業が児島と並んで発達している。人

口ピラミ y ドも 15～1 9才の年令層が著しく多い特異念形を示してなり、童業別就業人口では昭和40

年の構成比が製造業41係、農業 31 ＂＂で、 35年と較べ1. 2位が入れ替っている。昭和 40年「備

後工業整備特別地域Jvc編入され、近年益々工業都市としての性格を強くしている口

交通機関は、国鉄山陽本績と笠岡で結ぶ私鉄の井笠電鉄が46年で廃止される念ど、専ら自動車運送

K頼っているが、昭和41年5月から福山と総社を結ぶ国鉄井原線が着工され、早期開通が待たれてい

る。

保健医療関係で注目されるのは、毎年赤痢の集団発生があるととで、－特(IL3 9年度は患者数が 14 0 

人K及び、スモンの多発と相侯って市当局は環境衛生の改善K力を入れ、上7.k道が43年Kょうやく給

水を開始して~る。市内の医療施設は、 4 5年4月現在病院5、診療所22、歯科診療所11、助産所

2 3、薬局10と在っている。とのうち市民病院は唯一の公立病院として昭和38年5月開院し、 45 

年1月現在病床数18 0床、職員数86名で、内科。外科等6診療科を有している。
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